
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

日
田
郡
木
竹
商
共
算
組
合
規
約
書

第
六
章

計
算

第
四
十

条

事
業
年
度
は
其
の
年
四
月

一
日
よ

り
翌
年
三
月
三
十

一
日
迄
の
一
周
年
と
す

第
四
十

一
条

支
配
人
は
毎
月
の
計
算
書
を
作
り

翌
月
五
日
迄
に
会
議
所

へ
差
出
し
、
事
業
年
度

終
に
於
て

一
周
年
分
の
通
計
清
算
書
を
頭
取
に

提
出
す
べ
し

第
四
十
二
条

当
組
合
経
費
予
算
は
毎
年
事
業
年

度
前
総
代
会
に
於
て
議
決
す

第
四
十
三
条

手
数
料
収
入
利
子
其
他
諸
益
金
を

以
て
利
益
と
し
、
経
費

（報
酬
給
料
旅
費
日
当

諸
費
）
支
払
利
子
其
他
諸
損
金
を
損
失
と
し
、

利
益
金
よ
り
損
失
を
引
去
り
残
金
を
以
て
純
益

金
と
す

第
四
十
四
条

役
員
賞
与
金
は
総
代
会
於
て
金
高

及
割
合
を
定
め
毎
年
度
計
算
期
の
総
会
に
て
議

定
す
る
も
の
と
す

第
四
十
五
条

損
益
共
分
の
割
合
は
純
益
金
よ
り

役
員
賞
与
金
を
控
除
し
其
の

一
〇
分
の

一
を
資

本
金
出
資
の
高
に
応
じ
分
配
し
、

一
〇
分
の
九

を
手
数
料
及
組
合
費
納
め
高
に
応
じ
割
戻
す
も

の
と
す

第
四
六
条

利
益
金
よ
り
諸
損
金
の
超
過
す
る
節

は
第
四
十
五
条
の
割
合
を
以
て
出
金
す
る
も
の

と
す

但
し
諸
損
金
超
過
す
る
時
は
役
員
賞
与
を
受
け

ざ
る
も
の
と
す

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
平
成
30
年
度
業
主
旅
行

総
務

・
企
画
委
員
長

諌
本
初
美

平
成
30
年
11
月
16
日
か
ら
２
泊
３
日
で
沖
縄
県

に
視
察
研
修
に
行

っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
概
要
を

ご
報
告
し
ま
す
。

沖
縄
プ
レ
カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
６
年
11

月
に
糸
満
市
に
建
設
さ
れ
た
。
敷
地
面
積
は
１
，

３
０
０
坪
で
あ
る
。
生
産
量
は
月
産
１
，
０
０
０

【沖
縄
プ
レ
カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
】

【沖
縄
空
手
会
館
】

坪
で
あ
り
、
１
日
１
棟

分
を
加
工
し
て
い
る
。

今
後
生
産
能
力
を
１
．

５
倍
に
す
る
予
定
で
あ

る
。

ス
ギ
は
宮
崎
県
か

ら
主
体
に
入
れ
て
い
る

が
、
佐
伯
か
ら
も
入
れ
て
い
る
。
ヒ
ノ
キ
は
都
城

産
で
あ
る
。
鹿
児
島
港
渡
し
で
、
ス
ギ
な
ら
五
万

１
千
円
/
㎥
程
度
で
あ
る
。
見
積
も
り
を
し
て
く

れ
れ
ば
日
田
か
ら
で
も
取
引
は
可
能
で
あ
る
。
沖

縄
県
は
、
戦
後
の
米
軍
の
影
響
や
台
風

・
シ
ロ
ア

リ
の
被
害
等
か
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
が
主

体
で
あ

っ
た
。
２
０
０
９
年
ま
で
の
木
造
建
築
の

着
工
割
合
は
１
％
で
あ

っ
た
が
、
近
年
、
鉄
筋
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
価
格
が
高
騰
し
、
ま
た
、
木
造

の
耐
震
性
や
シ
ロ
ア
リ
対
策
が
進
ん
で
、
木
造
に

人
気
が
出
て
き
て
い
る
。
２
０
１
７
年
の
木
造
着

工
数
は
１
，
１
６
１
棟
で
全
体
の
７
％
と
増
え
て

い
る
。
建
設
中
の
現
場
も
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
。

市
も
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
用
地
を
半
額

（坪
20
万
円
）
程
度
で
提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
建
築
費
も
Ｒ
Ｃ
の
２
/
３
程
度
で
割

安
な
た
め
、
今
後
木
造
建
築
が
増
え
る
と
見
込
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【旧
海
軍
司
令
部
壕
】

【大
分
の
塔
の
一
角
】

次
に
沖
縄
空
手
会
館
を
見
学
し
た
。
こ
の
建
物

は
昨
年
建
設
さ
れ
た
、
沖
縄
県
を
代
表
す
る
木
造

建
築
物
で
あ
る
。
総
事
業
費
は
土
地
代
も
含
め
て
、

65
億
円
で
あ
る
。
約
１
，
８
０
０
㎥
の
宮
崎
県
産

の
ス
ギ
や

マ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
た
。

当
日
は
外
国
の
空
手
家
が
沖
縄
の
空
手
の
練
習
を

し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
沖
縄
県
で
木
造
建
築

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【美
ら
海
水
族
館
】

【海
洋
博
記
念
公
園
】

そ
の
後
、
戦
禍
に
散

っ
た
人
々
を
、
供
養
す
る

た
め
に
建
て
ら
れ
て
い
る
、
白
梅
の
塔
や
大
分
の

塔
に
参
拝
し
、
先
人
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
平

和
が
続
く
こ
と
を
お
祈
り
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
３
日
間
の
旅

を
終
え
ま
し
た
。

☆
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
モ
リ

オ
ー
プ
ン

サ
ン
リ
ブ
の
駅
前
跡
地
に
建
設
中
の
㈱
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
モ
リ
は
、
11
月
15
日
に
公
証
役
場
に
て

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
モ
リ
と
の
本
契
約

（20
年
間
の

定
期
借
地
契
約
）
を
締
結
致
し
ま
し
た
。
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
モ
リ
は
11
月
24
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。

☆
新
栄
合
板
と
の
意
見
交
換
会

去
る
11
月
27
日
に
、
新
栄
合
板
と
原
木
需
用
者

と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

工
場
の
建
設
業
況
と
稼
働
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

工
場
用
地
10
㏊
の
造
成
工
事
が
終
了
し
、
現
在

45

ｍ
×

275

ｍ
の
大
き
さ
の
建
屋
と
ボ
イ
ラ
ー
棟
を

建
設
中
で
あ
る
。
２
月
か
ら
機
械
を
設
置
し
、
３

月
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け
試
運
転
を
お
こ
な
う
予

定
。
そ
の
後
、
24
時
間
体
制
の
本
格
稼
働
と
な
る
。

年
間
の
原
木
消
費
量
は
最
大
で
、
10
万
８
千
㎥

で
あ
る
。
土
場
が
12
月
中
旬
に
完
成
す
る
の
で
、

そ
の
後
原
木
の
仕
入
れ
を
始
め
る
。
原
木
価
格
は

熊
本
県
八
代
で
は
、
工
場
持
ち
込
み
で
ス
ギ
が
１

０
，
７
０
０
円
、
ヒ
ノ
キ
が
１
６
，
０
０
０
円
で

あ
る
が
、
大
分
工
場
の
仕
入
れ
価
格
は
今
後
検
討

す
る
。

原
木
は
20

㎝
か
ら
50

㎝
の
大
き
さ
で
、
最
大
矢

高
は
5

㎝
ま
で
受
け
入
れ
る
。

仕
入
れ
先
は
県
内
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
手
当
が

出
来
な
い
と
き
は
、
熊
本
、
宮
崎
県
等
県
外
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
山
か
ら
の
直
接
仕
入
れ
を
６

割
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

工
場
の
生
産
は
月
間
10

㎜
の
合
板
を
30
万
枚
生

産
し
、
年
商
は
百
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

☆
お
知
ら
せ

○
平
成
30
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

平
成
30
年
度
の
受
付
は
11
月
15
日
を
も
ち
ま
し

て
、
新
築

・
リ
フ
ォ
ー
ム
共
に
終
了
し
ま
し
た
。

尚
、
災
害
申
請
は
受
付
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

事
務
局

：
日
田
木
材
協
同
組
合

℡
２
４
・
２
１
６
７

小
関

・
川
原

・
新
原
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☆
功
労
者
表
彰

大
分
県
功
労
者
表
彰
に
、
日
田
木
材
協
同
組
合

第
十
六
代
理
事
長

㈲
安
心
院
製
材
所
代
表
取
締

役
会
長

安
心
院
剛
様
が
林
業
製
材
業
部
門
で
受

賞
致
し
ま
し
た
。

日
田
市
功
労
者
表
彰
に
は
、
木
材
産
業
振
興
と

し
て
、
日
田
木
材
協
同
組
合
理
事

後
藤
作
彦
様

と
、
教
育
振
興
と
し
て
、
日
田
木
材
協
同
組
合
組

合
員

石
井
公
平
様
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
分
西
部
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
日
田
地
域
林
業
振
興
部
会
表
彰
に
林

業

・
木
材
産
業
功
労
者
と
し
て
、
日
田
木
材
協
同

組
合
第
十
八
代
理
事
長

佐
藤
浩
幸
様
が
受
賞
致

し
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
木
協
ゴ
ル
フ
会

11
月
4
日
㈰
、
天
ヶ
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
に
お
い
て

第
101
回
木
協
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
来
賓
と
組
合
員
合
わ
せ
て
32
名

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

優
勝
は
江
嶋
製
材
所

江
嶋
仁
様
が
、
準
優
勝

に
㈲
安
心
院
製
材
所

長
谷
秀
広
様
が
栄
光
に
輝

き
ま
し
た
。
今
後
も
沢
山
の
ご
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

☆
四
市
工
業
連
合
会
交
流
会

工
業
連
合
会
の
交
流
会
は
、
平
成
13
年
度
に
日

田
市
と
中
津
市
の
交
流
と
し
て
始
ま
り
、
平
成
17

年
度
か
ら
は
宇
佐
市
、
平
成
20
年
度
に
は
豊
後
高

田
市
が
加
わ
り
、
四
市
の
工
業
連
合
会
の
交
流
会

が
毎
年
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

日
田
市
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
名
水
美
人
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
㈱
日
田
工
場
と
老
松
酒
造
㈱
に
企
業
視

察
し
、
そ
の
後
、
地
元
高
校
と
の
意
見
交
換
会
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
77

名
で
し
た
。

【老
松
酒
造
㈱
に
て
】

【懇
親
会
に
て
】

地
元
高
校
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
日
田
林
工

と
三
隈
高
校
の
校
長
先
生
か
ら
高
校
の
就
職
状
況

等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
日
田
林
工
の
平
成

29
年
度
の
就
職
等
は
進
学
が
１
８
．
９
％
の
27
名
、

自
営
が
２
．
８
％
の
４
名
、
公
務
員
４
．
２
％
の

６
名
、
企
業
就
職
が
７
４
．
１
％
の
１
０
６
名
で

そ
の
内
、
管
内
と
大
分
県
以
外
の
九
州
が
最
も
多

く
、
と
も
に
２
２
．
６
％
の
24
名
で
あ
る
。

三
隈
高
校
で
は
、
進
学
が
１
５
．
７
％
の
23
名
、

専
門
学
校

（看
護
医
療
系
等
）
が
５
０
．
７
％
の

74
名
、
就
職
が
３
３
．
６
％
の
49
名
で
あ
る
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
し
て
、
30
歳
に
な

っ
た
ら
み
ん
な
に

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
も
ら
い
現
状
の
報
告
を
い

た
だ
き
、
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
返
事
を
書
い

て
い
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

☆
商
工
祭

11
月
22
日
、
商
工
祭
に
て
商
工
従
業
員
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
藤
蔭
高
校

の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
。
１
等
３
万
円
分
の
お
買
物

券
が
当
た
る

「く
じ
抽
選
会
」
な
ど
、
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

組
合
員
従
業
員
で
は
下
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

㈲
安
心
院
製
材
所

三
国
覚
士

（30
年
）

日
田
木
材
協
同
組
合

矢
羽
田
康
成

（30
年
）

亀
川
集
成
㈱

新
川
浩
人

（20
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

重
見

一
広

（20
年
）

亀
川
集
成
㈱

川
津
真
人

（15
年
）

日
田
木
材
協
同
組
合

宮
﨑
桂

一

（15
年
）

㈱
深
津
製
材
所

熊
谷
清
次

（15
年
）

㈲
カ
ネ
サ
ダ
横
尾
木
工
所高

倉
慎
也

（15
年
）

㈱
井
上
製
材
所

岩
下
義
信

（10
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

江
藤
謙
太

（10
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

高
倉
義
広

（10
年
）

㈱
深
津
製
材
所

其
畑

一
人

（10
年
）

㈲
高
村
木
材

本
道
修
也

（5
年
）

㈲
安
心
院
製
材
所

橘

美
穂

（5
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

岩
見
友
彦

（5
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

帆
足
友
晴

（5
年
）

㈲
カ
ネ
サ
ダ
横
尾
木
工
所堀

博
幸

（5
年
）

㈲
カ
ネ
サ
ダ
横
尾
木
工
所坂

内
眞
子

（5
年
）

☆
ア
メ
リ
カ
旅
行
記

（終
）

小
関
明
生

【中
央
管
理
棟
に
て
】

【ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
杭
】

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
は
、
中
央
管
理
棟
も

木
材
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
下
流
に
行

く
と
日
本
全
体
の
ダ
ム
の
２
倍
の
貯
水
量
が
あ
る

と
い
う
大
き
な
ダ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
通
路

に
は
、
20

㎝
角
材
を
使

っ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

木
材
専
門
店
に
行
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

お
休
み
で
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。道

路
沿
い
に
何
軒
か
の
木
材
住
宅
が
建
て
ら
れ

て
い
る
所
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
は
広
く
、
ほ
ん
の

一

部
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
と
こ

ろ
で
木
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
輸
出

先
と
し
て
有
望
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

８
日
間
の
駆
け
足
の
旅
で
し
た
が
、
機
会
が
あ

れ
ば
、
ま
た
、
訪
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
て
】

【
エ
ン
ジ

ェ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
】

☆
お
知
ら
せ

〇

「地
域
経
済
復
興
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

木
協
資
材
販
売
に
於
い
て
、

「地
域
経
済
復
興

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
参
加
店
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
第
10
回

木
と
暮
ら
し
の
フ
ェ
ア

第 61 号 木 協 通 信 平成30年12月7日


